方言録音・文字化資料に関する研究 by 井上 文子
国立国語研究所学術情報リポジトリ
方言録音・文字化資料に関する研究
著者 井上 文子
雑誌名 国立国語研究所創立50周年記念 研究発表会資料集
: 歩こう日本語の世界を
ページ 137-138
発行年 1998-12-14
URL http://doi.org/10.15084/00003317
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情報資料研究部第2研究室　井上文子
　　（E－mail：fumiko＠kokken．　go．jp）
要旨：
　方言録音テープ・文字化原稿として残された、文化庁「各地方雷収集緊急調査」報告資料
を整理・検討し、「全国方言談話資料データベース」として公表するとともに、音声・文字
化データを対象として、各地の方言文法の記述と、全国的な比較対照、その分布類型の解
明、また、談話テクスト中の方言コードの社会言語学的分析などを行う。
キーワード：「全国方言談話資料データベース」、「各地方言収集緊急調査」、
　　　　　　　　　　　　談話資料、方言文法、方言コード
1．目的
　昭和52（1977）年度から昭和60（1985）年度にかけて、文化庁によって「各地方言収集
緊急調査」が実施された。この資料の収集においては、各都道府県教育委員会と連携
して、全国各地の方言研究者が全面的に協力した。その結果、地域的密度、収録量、
方言的内容のいずれの面からも、他に類を見ない高レベルのデータを得たのである。
　しかし、調査開始後ほぼ20年を経過しようとしているが、報告資料は録音テープ
と文字化原稿として保管されているだけで、現在までほとんど公表されることがなか
った。独自にいくつかの教育委員会が、一部のデータを用いて報告書を刊行している
にすぎない。その報告書にしても、市販されているわけではなく、通常の手段では入
手は不可能に近い。また、その形態は冊子体の印刷物であり、録音テープを添付して
いるものはごくわずか、電子化された文字化テキストを備えたものは皆無である。こ
のような状況にあって、貴重な資料をデータベース化し、公開し、有効利用に貢献す
ること、また、このデータを分析し、考察して、研究成果を発表することは、報告資
料を保管している国立国語研究所の当然の義務であると考える。
　本研究では、貴重な歴史的資料としての大量の方言談話の録音テープ・文字化原稿
を整理・検討し、「全国方言談話資料データベース」として公表するとともに、これら
の音声・文字化データを対象として、談話資料に基づいた方言文法の新研究を行うこ
とを目的とする。
2．意義
　方言談話資料は、伝統的方言が全国的に消滅に瀕している現在、もっとも重要性が
高く、緊急に記録・保存を必要とするものとして、各方面から注目されている。しか
し、その資料整備はなかなかに容易ではなく、統一的な観点でまとめられたものはま
だ少数にすぎない。さらに、電子的な形で利用できるものもほとんどないといった状
況にある。また、従来の談話資料は、個別に収集・利用するケースがほとんどで、デ
ータとして公開されることが稀であり、貴重であるにもかかわらずそのまま埋もれて
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しまうケースが非常に多い。こうした経緯から、共通利用が可能である言語資料が強
く要請されてきた。
　本研究で対象としているものは、臼本全国47都道府県について各5地点ずつ、計235
地点における、約2000人の話者の、のべ4000時間にも及ぶ方言談話資料である。地
域的密度、収録量についても空前の規模のものである。また、1977～1985年当時の高
年層話者の会話が中心に収録されていて、伝統的方言の最後の姿が残されていると考
えられる。急速に失われつつある各地の伝統的方言を、文化財として記録・保存する
という意味においても意義のあるものであるといえよう。内容は、高年層同士の自然
談話を中心に、高年層と若年層の対話も含み、話者の年齢・性・社会的地位を考慮し
た、さまざまな組み合わせによる会話から構成されている。
　また、場面設定による各種の談話も収録するとともに、浅話なども採録している。
談話データは、方言音声とその文字化、標準語訳から成り、収録した内容・地点・場
所・日時など、話者の氏名・性別・年齢・職業などの情報を付加するので、多角的な
分析が可能である。
　言語研究の面からは、国語学・方言学・音声学だけでなく、社会言語学や談話分析
においても利用価値の高いものである。たとえば、方言の記述的研二究、音声・語法・
語彙などの体系的・計量的分析、談話の構造・バリエーションの研究、などといった
さまざまな視点からの利用が可能である。さらに、言語研究だけに留まらず、隣接関
連分野に対しても充分に貢献できるであろう。
3．内容
　談話テクスト中に出現する方言コードを抽出し、体系的・計量的な分析を加え、各
地の方言文法を記述して、総合的な視野から全国の比較対照を行う。これまでの調査
結果・研究成果と対照し、より具体的に談話テクストの中での現れを総合的に検討す
る。特に表現法に焦点をあてた方言文法の記述とその分布類型の分析、また、談話テ
クスト中の方言コードの社会言語学的分析を計画している。
　社会言語学的な面からは、高年層同士の自然談話、場面設定の談話、昔話や民話の
語りなど、談話の種類に応じた談話研究が展開できる。さらに、話し手と話し相手の
属性を考慮し、年齢、性、社会的地位などを軸とした分析も可能である。
　従来の主流であった、調査票による調査結果は、文の要素を切り取って質問したも
のであり、「意識」調査であるといえる。一方、談話、特に自然談話では「実態」が得ら
れることが多く、談話の申で実際にどのように使われているかということは非常に注
目すべきことである。この点から、従来の各地方言調査報告を当該地域の談話資料と
つきあわせることによって、新たな側面が見えてくると予想される。両者が補い合う
ことによって、片方だけでは解明できなかった言語状況や言語事象が明らかになるで
あろう。従来の方言研究の幅を広げることができるものである。
　言語データの分析・考察は、データベースの作成・公表と並行して進める。両者の
遂行はそれぞれ独立しているが、両者は補完的な関係にある。同時進行させることに
よって、データベースの質の向上は研究の質の向上にもつながり、研究での成果をデ
ータベース作成の面にフィードバックすることも可能となる。データベースの積極的
活用と研究面での進展を意図した研究である。
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